
「ひょうご子ども・若者応援団」では

企業や団体等から提供される多様な資源を

青少年育成活動に取り組む団体に橋渡しをしています
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e-mail： ouendan@seishonen.or.jp
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〈個 人〉 一口 10,000円 〈団体・企業等〉 一口 50,000円

〈寄付金にかかる税の優遇措置〉

寄付金は、特定公益増進法人に対する寄付金として

(1)個人の場合は、所得税の税額控除など税制面の優遇措置が受けられます。

(2)法人の場合は、一般寄附金の損金算入限度額と別枠で、寄付金の合計額と

特別損金算入限度額とのいずれか少ない金額の範囲内で損金に算入できます。

〈県入札参加資格における加点対象制度について〉

「ひょうご子ども・若者応援団」に対し、令和元（平成３１）年度中（平成３１年４月～令和２年3月末日まで）に１０万円以上の寄

付等をしていただいた場合には、兵庫県が行う建設工事又は測量・建設コンサルタント等の資格審査申請において、「社

会貢献評価〈兵庫県の関係事業に対し支援を行った場合〉」に該当し、寄付をした翌年度（令和２年度）の７月１日から２年

間、加点対象となります。

ただし、加点を希望される場合には、建設工事に係る資格審査申請において、「社会貢献評価（加点希望欄）」に記入する

必要がありますのでご注意ください。

〈納入方法〉
銀行振込の場合
銀行名／三井住友銀行 兵庫県庁出張所 口座番号／普通預金3074378
口座名義／公益財団法人 兵庫県青少年本部

郵便振り込みの場合
口座番号／01120-7-52444 口座名義／公益財団法人 兵庫県青少年本部
（※所定の振込用紙により、郵便局からお振込みの場合は振込手数料は不要です）

ご寄付のお願い
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◆災害復興支援特別助成事業◆

自然災害等により被災した青少年を元気づけ、励ますために地域の青少年
育成団体等が行う活動（県外活動を含む）を対象に、１件あたり１５万円を限度
として助成
○令和２年３月３１日までに行われる事業を対象
○募集期間：令和２年２月２９日まで

◆一般助成事業◆

青少年の自然観察・体験、野外活動、地域交流・貢献、リーダー養成、仲間づくり
などの事業を対象に１件あたり１０万円を限度として助成
○上期：４月～９月実施分（令和２年度の募集は１月頃からの予定）
○下期：１０月～３月実施分（今年度の募集終了）

◆インターネット等（親子）学習会助成事業◆

大きな社会問題となっている携帯電話やパソコンなどのインターネットの利用やルールづくり等に
ついて、地域の団体等が主催する学習会等を対象に１件あたり３万円を限度として助成
○令和２年３月３１日までに行われる事業を対象
○募集期間：令和２年２月２９日まで

【主な助成団体】 PTA・青少年育成団体・自治会 など
企業などから提供される資源の情報は「ひょうご子ども・若者応援団」に登録されている団体・グループへメール・FAXでお知らせします。
新たに登録を希望する団体・グループは登録申込書と必要書類（団体定款など）をご提出ください。
※兵庫県青少年本部ホームページ→取り組みの紹介（ひょうご子ども・若者応援団）→応援団のマッチング事業→登録申込書ダウンロード
提出書類などの詳細も登録申込書に掲載されています。

「参加者からの声」

身近な例を出していただ
いた話でわかりやすく、
スマホやSNSの危険性に
ついて認識を改めた。

被害者だけでなく、知ら
ないうちに加害者になり
うるとの内容は、重く受
け止められていた。

令和元（平成３１）年度「ひょうご子ども・若者応援団」助成事業報告 （pick up）

日本全国で地震や大雨などの自然災害が頻発し、甚大な被害を及ぼしています。
そんな中、多くの子どもたちが被災し、日常生活を送ることが困難な状況にいます。
「ひょうご子ども・若者応援団」では、自然災害等により災害救助法の適用を受けた
地域等で被災した青少年を対象に実施する事業を助成しています。
今年度は以下の事業へ助成を行っています。
【被災地にて行った事業】
●被災地宮古市・岩泉町へ届ける『子どもの冒険ひろば』

～宮古市・岩泉町にて実施
【被災地青少年を招待して行った事業】
●どろんこキャラバン☆たんばサマーキャンプ2019
～福島で被災した青少年を丹波市に招待して実施

応援団からの助成金や
物資は、様々な青少年
健全育成活動に活用さ
れています

応援団に登録されている青少年団体・グループが青少年の健全育成を目的とし
て実施する活動に対して、企業などから提供していただいた資源を橋渡しします

◆マッチング事業◆

新温泉町子ども自然体験

アウトドア体験会 とよおか・こどもまつり

ボランティア活動はじめの一歩
～青年リーダー養成～

夢咲さくらキャンドルナイト

花よりドッジ

どろんこキャラバン☆たんば
サマーキャンプ2019

子どものロコモ予防

人材派遣
（ロープワーク指導）

プリザーブド
フラワー

折り紙

工場見学
（飲料メーカー工場）

ベビーチーズ

松ぼっくり虫よけ製品

飲料

※他にも多くの物資や人材派遣、工場見学が企業などから提供されています。

◆次世代育成支援特別助成事業◆

創立50周年を記念して、次世代育成の基礎
となるような国際交流・人材育成などのプログ
ラムの事業化を応援
１件当たり50万円を限度として助成
〇今年度の募集は終了

お菓子

ベルリンカニジウス高校オーケストラ
来県演奏・交流会

企業などから提供される資源の情報は「ひょうご子ども・若者応援団」に登録されている団体・グループへメール・FAXでお知らせします。
新たに登録を希望する団体・グループは登録申込書と必要書類（団体定款など）をご提出ください。
※兵庫県青少年本部ホームページ→取り組みの紹介（ひょうご子ども・若者応援団）→応援団のマッチング事業→登録申込書ダウンロード
提出書類などの詳細も登録申込書に掲載されています。

応援団に登録されている青少年団体・グループが青少年の健全育成を目的とし
て実施する活動に対して、企業などから提供していただいた資源を橋渡しします
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※他にも多くの物資や人材派遣、工場見学が企業などから提供されています。
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